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平
成
十
九
年
度
同
窓
会
総
会 

 
 

 

平
成
十
九
年
度
同
窓
会
総
会 

 

  
 

新
会
長
へ バ

ト
ン
タ
ッ
チ 

 

平
成
十
九
年
八
月
十
九
日
、
八

軒
中
同
窓
会
総
会
が
、
学
区
内
南

材
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
和

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

室

 

来
賓
と
し
て
、
母
校
で
あ
る
八

軒
中
学
校
か
ら
、
公
務
で
欠
席
の

永
野
幸
一
校
長
先
生
に
代
わ
っ
て

八
柳
善
隆
教
頭
先
生
と
同
窓
会
担

当
の
高
山
満
先
生
が
出
席
さ
れ
た

ほ
か
、
第
十
一
代
校
長
の
平
定
明

先
生
、
菅
原
昭
二
先
生
、
佐
藤
多

賀
子
先
生
に
お
い
で
い
た
だ
き
ま

た
。 

し

 

遠
藤
栄
会
長
、
八
柳
教
頭
先
生

の
ご
挨
拶
、
恩
師
の
ご
紹
介
の
後
、

議
事
に
入
り
、
笠
松
儀
一
郎
事
務

局
長
か
ら
経
過
報
告
、
松
谷
匡
子

会
計
担
当
次
長
か
ら
会
計
報
告
、

守
屋
良
子
監
査
か
ら
監
査
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
い
く
つ
か
質
問
が

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
原
案
ど
お
り

手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

拍

 

続
い
て
、
笠
松
事
務
局
長
か
ら

活
動
計
画
（
案
）
、
松
谷
会
計
担
当

次
長
か
ら
予
算
（
案
）
の
提
案
が

あ
り
、
こ
ち
ら
も
い
く
つ
か
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
役
員
改
選
に
つ
い
て
笠

松
事
務
局
長
か
ら
提
案
が
あ
り
、

こ
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
新
役
員
は
次
の
と
お
り
で

。 

す

 

参

与

 
 

 
 

（
八

現

長
） 

 
 

永
野 

幸
一 

軒
中

校

 
 

菅
井 

 

茂 

会

長

 
 

 
 

（
新

第
十

回
生
） 

制

三

 

佐
藤 

徳
子 

副
会
長

 
 

 
 

（
新
制
第
十
三
回
生
） 

 
 

 
 

本
郷 

 

誠 

（
新
制

十
四

生
） 

第

回

監 

査 

佐
々
木 

博
司 

（
新

第
八

生
） 

制

回

 
 

 
 

八
谷 

和
子 

（
新
制
第

 
 

 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

十
二
回
生
） 

  

ま
た
、
菅
原
事
務
局
長
を
始
め

と
し
た
新
し
い
事
務
局
の
メ
ン

バ
ー
が
菅
井
新
会
長
か
ら
指
名
さ

ま
し
た
。 

れ

  
 

盛
り
上
が
っ
た
懇
親
会 

  

後
半
は
、
会
場
を
二
階
大
ホ
ー

ル
に
移
し
て
の
懇
親
会
と
な
り
ま

し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
第
十

一
回
生
の
桂
友
楽
こ
と
大
友
健
宏

さ
ん
の
落
語
で
、
「
お
笑
い
を
一

席
」。 

大
い
に
笑
っ
た
と
こ
ろ
で

乾
杯
・
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
も
第
二
十
八
回
生
の
針

生
琳
太
郎
こ
と
針
生
登
志
雄
さ
ん

の
英
語
狂
言
と
仕
舞
、
恒
例
（
？
）

の
平
先
生
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
第
十

二
回
生
の
藤
間
和
寿
葉
こ
と
八
谷

和
子
さ
ん
の
日
舞
、
更
に
は
各
期

の
紹
介
と
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。 

最
後
に
平
先
生
の
ハ
ー
モ
ニ
カ

の
伴
奏
で
校
歌
を
斉
唱
し
た
後
、

期
せ
ず
し
て
「
フ
レ
、
フ
レ
、
八

軒
」
の
「
エ
ー
ル
」
で
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。 

今
回
の
総
会
の
企
画
・
運
営
に

当
た
っ
て
は
、
初
め
て
「
当
番
学

年
制
」
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
担

当
と
な
っ
た
第
十
二
～
十
六
回
生

の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

次
回
（
平
成
二
三
年
度
）
は
、

第
十
六
～
二
十
一
回
生
が
当
番
と

な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 

八軒つうしん
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新
旧
会
長
の
ご
あ
い
さ
つ  

新
旧
会
長
の
ご
あ
い
さ
つ  

 

旧
制
出
身
と
し
て
八
年
間 

 

相
談
役
（
第
四

長

 
 
 
 
 
 

 
 
 

遠
藤 

栄 

代
会

） 

 

 

平
成
十
一

年
に
同
窓
会

活
動
の
再
出

発
に
当
た
り
、

旧
制
出
身
者

と
し
て
初
め
て
会
長
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
後
輩
各
位
の
暖
か
い
お
気
持

ち
に
大
感
激
し
、
出
来
る
だ
け
母
校

の
お
役
に
立
ち
た
い
と
非
力
に
鞭
打

っ
て
若
い
人
々
と
一
緒
に
活
動
し
た

つ
も
り
で
す
。
東
北
一
の
武
道
館
の

建
物
も
す
ご
い
で
す
が
、
私
が
入
学

し
た
と
き
の
廊
下
の
幅
が
小
学
校
の

と
き
よ
り
も
三
分
の
一
位
広
く
、
少

し
ば
か
り
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た

よ
う
な
興
奮
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

戦
争
中
と
は
い
え
英
語
も
勉
強
し
ま

し
た
。
毎
月
五
十
銭
位
（
今
だ
と
五

百
円
位
か
）
の
月
謝
を
仙
台
市
に
納

た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。 

め

 

戦
後
は
「
平
和
憲
法
」
の
も
と
で

戦
争
に
は
遭
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
憲
法
九
条
を
世
界
に
示
し
、

ま
だ
戦
禍
の
な
か
に
あ
る
途
上
国
の

人
々
や
地
球
環
境
を
守
っ
て
ゆ
く
た

め
に
我
が
八
軒
中
同
窓
会
は
努
力
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
在
任
中

の
皆
様
の
ご
支
援
に
感
謝
を
申
し
上

念
い
た
し
ま
す
。 

げ
、
ご
多
幸
を
祈

 
 
 
 
 
 
 

（
旧
制
第
八
回
生
） 

  
 

同
窓
会
の
更
な
る
発
展
を 

目

し
て 

指

 

第
五
代
会
長 

菅
井 

茂 

 

こ
の
度
、
遠

藤
栄
第
四
代
会

長
の
後
任
と
し

て
会
長
を
仰
せ

つ
か
っ
た
菅
井

で
す
。
私
は
前

会
長
の
方
針
を

受
け
継
ぎ
、
そ

れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
同
窓
会
の
目

を
達
成
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

的

 

同
窓
会
の
目
的
の
一
つ
は
「
会
員

同
士
の
親
睦
を
図
る
」
こ
と
で
、
そ

の
た
め
に
は
、
よ
り
小
さ
い
グ
ル
ー

プ
の
同
期
会
や
ク
ラ
ス
会
が
開
催
で

き
る
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
と
支
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
二
つ
目
は

「
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
」
こ
と

で
、
八
軒
中
学
校
の
い
ろ
い
ろ
な
行

事
に
出
来
る
だ
け
参
加
し
、
中
学
校

と
一
体
と
な
っ
て
後
輩
諸
君
を
激
励

し
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
母
校
の
活
性
化
の
た

め
に
同
窓
会
で
何
が
で
き
る
か
を
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
お
考
え
を
お
聞
き

し
、
で
き
る
も
の
か
ら
実
践
し
て
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

き

 

同
窓
会
は
、
二
万
五
千
有
余
名
の

会
員
の
た
め
の
会
で
す
。
ど
う
か
会

員
皆
さ
ん
の
お
力
を
私
た
ち
執
行
部

に
お
貸
し
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
皆

さ
ん
で
自
分
た
ち
の
会
に
し
て
く
だ

い
。 

 
 

 

（
第
十
三
回
生
） 

さ

  
 

執
行
部
紹
介  

 

副
会
長 

佐
藤 

徳
子 

第
十
三
回
生
。
南
材
小
、
八
軒
中

学
区
に
生
を
受
け
て
六

有
余
年 

十

住
。
夫
も
同
窓
生
。 
居

 

※
我
が
人
生
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て

い
る
地
域
の
変
遷
を
見
つ
つ
、
微

力
な
が
ら
同
窓
生
と
の
繋
が
り
を

力
に
し
て
発
展
す
る
八
軒
中
に
寄

与
し
た
い
。 

 

副

 

第
十
四
回
生
。
昭
和
三
十
九
年
～

平
成
十
八
年
、
仙
台
市
役
所
で
学

校
や
市
営
住
宅
等
の
建
設
、
都
市

再
開
発
事
業
、
泉
・
宮
城
野
区
で

建
築
確
認
行
政
、
鉄
砲
町
・
二
十

人
町
の
区
画
整
理
事
業
を
担
当
。 

会
長 

本
郷 

誠 

 

※
時
代
を
超
え
て
八
軒
学
区
の
ま

ち
が
持
続
で
き
る
よ
う
、
同
窓
生

諸
氏
の
力
（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
人
材
・
各
分
野
で
培
わ
れ
た

人
脈
・
智
恵
・
ま
ち
づ
く
り
の
ノ

ウ
ハ
ウ
等
々
）
を
結
集
し
、
学
区

民
と
協
力
、
連
携
し
な
が
ら
一
緒

に
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

 

事

 

第
十
四
回
生
。
八
軒
中
時
代
に
は

バ
レ
ー
部
を
創
設
。
定
年
ま
で
の

四
十
年
弱
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
に
勤
務
。 

務
局
長 

菅
原 

敏
之 

 

※
事
務
局
長
と
し
て
、
中
学
校
、

同
窓
生
の
パ
イ
プ
役
と
な
り
、
会

員
の
親
睦
と
母
校
の
発
展
に
寄
与

し
た
い
。 
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母
校
は
今  

母
校
は
今  

 

伝
統
を
受
け
継
ぐ
も
の と

し
て 

  
 

 
 

仙
台
市
立

軒
中

校 

八

学

校
長 

永
野 

幸

 一

 

昨
年
四
月
、
八
軒
中
学
校
に
赴
任

し
て
か
ら
早
い
も
の
で
一
年
が
経
と

と
し
て
い
ま
す

う

 

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

学
校
お
よ
び
在
校
生
へ
の
ご
理
解
・

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
文
化

発
表
会
で
は
、
同
窓
会
の
演
目
と
し

て
、
本
校
の
卒
業
生
で
世
界
を
舞
台

に
活
躍
さ
れ
て
い
る
牛
坂
洋
美
さ
ん

の
演
奏
を
生
徒
と
共
に
聞
く
機
会
を

設
け
て
頂
き
、
八
軒
中
学
校
の
同
窓

会
が
、
現
在
の
生
徒
た
ち
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
八
軒
中

学
校
に
愛
着
を
持
ち
続
け
て
お
ら
れ

こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

。 

る

 

こ
う
し
た
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
思

い
を
受
け
継
ぐ
在
校
生
諸
君
に
は
、

自
分
が
過
ご
し
て
い
る
今
こ
の
時
を

大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
後
に
な
っ

て
振
り
返
っ
た
と
き
に
、
自
分
た
ち

の
時
代
は
、
こ
ん
な
こ
と
が
素
晴
ら

し
か
っ
た
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
よ

う
、
代
々
築
い
て
い
く
学
校
の
歴
史

に
実
感
の
あ
る
一
ペ
ー
ジ
を
刻
ん
で

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

ほ

 

在
校
生
の
活
躍
ぶ
り 

 
《
運
動
部
》 

第
五
十
六
回
仙
台
市
中
学
校
総

合
体
育
大
会 

①
陸
上

県
大
会
出
場
） 

（

男
子 

共
通
四
百
Ｍ
、
共
通
三

千
Ｍ
、
共
通
砲
丸
投
げ
、 

一

百
Ｍ
、
共
通
千
五
百
Ｍ 

年

女
子 

三
年
百
Ｍ
、
共
通
千
五

百
Ｍ 

②

（

 

男
子 

四
百
Ｍ
メ
ド
レ
ー
リ

レ
ー
、
四
百
Ｍ
リ
レ
ー
、
二

百
Ｍ
背
泳
ぎ
、
百
Ｍ
背
泳

ぎ
、
二
百
Ｍ
平
泳
ぎ
、
百
Ｍ

平
泳
ぎ
、
五
十
Ｍ
自
由
形 

水
泳

県
大
会
出
場
） 

女
子 

四
百
Ｍ
メ
ド
レ
ー
リ

レ
ー
、
四
百
Ｍ
リ
レ
ー
、 

③
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
県
大
会
出
場
） 

女
子 

④
サ
ッ
カ
ー
（
県
大
会

場
） 

出

⑤
野
球
（
県
大
会
出
場
） 

⑥
新
体
操
（

大
会
出
場
） 

県

女
子
団
体 

⑦

 

男
子
団
体 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
県
大
会
出
場
） 

⑧

（

 

男
子 

六
十
六
㎏
級
、 

柔
道

県
大
会
出
場
） 

女
子 

団
体
、
五
十
二
㎏
級
、

四
十
四
㎏
級 

⑨
剣
道

県
大
会
出
場

 

（

）

女
子 

団
体
、
個
人 

第
五
十
六
回
宮
城
県
中
学
校
総

合
体
育
大
会 

①
陸
上

東
北
大

出
場
） 

（

会

男
子 

四
百
Ｍ 

②
水
泳

東
北
大
会
出
場
） 

（

男
子 

二
百
Ｍ
背
泳
ぎ
、
百
Ｍ

背
泳

 ぎ

女
子 

二
百
Ｍ
平
泳
ぎ
、
百
Ｍ

平
泳
ぎ 

③
柔
道

東
北
大
会
出
場
） 

 
（

男
子 
六
十
六
㎏
級 

女
子 
五
十
二
㎏
級
、
四
十
四

㎏
級 

 

※ 

新
人
戦
で
も
県
大
会
出
場

等
の
実
績
あ
り 

 

《
文
化
部

 》

①
吹
奏
楽 

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

県

会
、
東
北
大
会
出
場 

大

②
合
唱 

宮

 

金
賞
、
宮
城
県
知
事
賞 

城
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル 

第
七
十
四
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

宮
城
県
コ
ン
ク
ー
ル 

銀
賞 

 

《
そ
の
他
》 

・
仙
台
市
中
学
校
弁
論
決
勝
大
会 

優
秀
賞 

・

五

 

書
の
部 

特
選
、
金
賞
、
銀
賞
、

銅
賞
、
入
選 

第
七
十

回
全
国
書
画
展
覧
会 

・
第
五
十
四
回
仙
台
市
英
作
文
コ

ク
ー
ル 

ン

 
 

仙
台
市
教
育
長
賞
、
最
優
秀

賞
、
優
秀
賞 

・
第
五
十
四
回
宮
城
県
英
作
文
コ

ク
ー
ル 

ン

 
 

優
秀
賞 

奨
励
賞 
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同
期
会
は
楽
し 

 
 

同
期
会
は
楽
し 

 

 
第
四
回
生
（
昭
和
二
十
六
年
卒
） 

昨
年
十
月
二
十
四
日
～
二
十
五
日
、

秋
保
の
ば
ん
じ
山
荘
で
秋
の
会
（
同

期
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
十
三
名

の
参
加
者
で
、
還
暦
の
時
の
同
期
会

の
テ
ー
プ
を
ダ
ビ
ン
グ
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
懐
か
し
く
見
ま
し
た
。 

還
暦
か
ら
十
三
年
、
多
い
と
き
に

は
六
十
三
人
い
た
参
加
者
も
、
現
在

は
十
～
二
十
人
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
し

た
。
六
名
は
既
に
亡
く
、
患
っ
て
い

る
人
も
い
ま
す
。
元
気
な
こ
ろ
が
懐

か
し
い
で
す
。
皆
さ
ん
も
元
気
で
い

く
だ
さ
い
。 

（
鈴
木 

正
利
） 

て

 

第

 

昨
年
十
一
月
十
一
～
十
二
日
、
秋

保
温
泉
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
水
戸
屋
に

て
、
五
年
ぶ
り
と
な
る
第
四
回
同
期

会
を
開
催
し
、
五
十
六
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
菅
原
昭
二
先
生
、
旧
姓
龍

田
ヒ
ロ
先
生
、
梅
田
照
子
先
生
、
若

松
鈴
子
先
生
も
出
席
さ
れ
、
和
や
か

に
歓
談
、
二
次
会
は
夜
遅
く
ま
で
盛

上
が
り
ま
し
た
。 

六
回
生
（
昭
和
二
十
八
年
卒
） 

り

 

八
軒
時
代
の
思
い
出
を
強
い
絆
と

し
て
、
持
病
が
あ
っ
た
り
、
少
々
腰

が
痛
く
て
も
再
会
を
約
束
し
、
お
開

き
と
な
り
ま
し

。 

た

(

笠
松 

儀
一
郎
） 

 

第
十
一
回
生
（
昭
和
三
十
三
年
卒
） 

第
三
回
同
期
会
は
、
平
成
十
七
年

十
月
二
十
二
日
、
仙
台
ホ
テ
ル
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
四
名
の
恩
師
を
囲

み
、
北
海
道
、
九
州
等
全
国
か
ら
六

十
九
名
の
同
期
生
が
出
席
。
卒
業
以

来
初
め
て
お
会
い
す
る
方
も
多
く
、

盛
会
の
う
ち
に
次
回
を
期
し
て
散
会

し
ま
し
た
。
第
四
回
同
期
会
は
、
平

成
二
十
年
十
月
五
日
～
六
日
（
一
泊

二
日
、
日
帰
り
も
可
）
、
秋
保
温
泉
・

秋
保
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
す
る

定
で
す
。 
（
斎
藤 

紀
江
子
） 

予

 

第
十
二
回
生
（
昭
和
三
十
四
年
卒
） 

昨
年
十
一
月
十
七
日
、
江
陽
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
、
恩
師
の
小
川

賢
一
先
生
、
沼
田
勲
先
生
を
迎
え
、

同
期
生
八
十
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

前
回
か
ら
二
十
年
、
住
所
の
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
い
る
同
期
生
も
多
い
中
、

各
ク
ラ
ス
幹
事
の
努
力
に
よ
り
、
予

想
以
上
の
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。 

二
次
会
は
一
ヵ
所
に
は
入
り
き
れ

な
い
た
め
国
分
町
の
三
店
を
設
定
、

二
次
会
パ
ス
ポ
ー
ト
な
る
も
の
を
発

行
し
て
出
入
り
を
自
由
と
し
、
遅
く

ま
で
旧
交
を
温
め
ま
し
た

 。

（
八
谷 

和
子
） 

 

第

 

昨
年

窓
会
総

会
の
当

番
幹
事

の
た
め

何
度
も

集
ま
る

機
会
が

あ
り
ま

し
た
。

 

昨
年

月
十
八
日
、
東
京
駅

十
四
回
生
（
昭
和
三
十
六
年
卒
） 

八
月
に
行
わ
れ
た
八
軒
中
同

、

 

内｢

グ
ッ

タ

イ

し

り
の
第
三
回
同
期
会

、
ロ
ポ

リ

引
き
戻

し

 

八
軒
つ
う
し
ん
第
三

発
行
日 

平
成
二
十
（

〇
〇
八
）

二
七 

台

市
立
八

二

ト

ム
ス
チ
ャ
イ
ナ｣

に
て
関
東
・
関
西

支
部
同
期
会
を
開
催
し
ま

た
。
仙

台
か
ら
の
二
名
を
含
め
て
二
十
一
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
十
一
月
十
一
～

十
二
日
に
は
、
仙
台
か
ら
は
サ
ロ
ン

付
中
型
バ
ス
、
関
東
か
ら
は
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
上
塩
原
温
泉
「
ま
じ
ま
荘
」

合
流
、
日
光
解
散
と
い
う
旅
行
も
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
仙
台
組
が
二
十

二
名
、
関
東
組
が
七
名
の
合
計
二
十

九
名
で
し
た
。（
前
野 

も
り
え
） 

第
十
八
回
生
（
昭
和
四
十
年
卒
） 

五
年
ぶ

は

今
年
二
月
十
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト

タ
ン
仙
台
に
て
、
小
川
先
生
、
宍

戸
先
生
、
伊
達
先
生
、
高
橋
ふ
さ
子

先
生
、
影
山
先
生
、
同
期
生
九
十
三

名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。
四
十

数
年
ぶ
り
の
再
会
も
あ
り
、
懐
か
し

い
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後

の
校
歌
の
後
、
元
応
援
団
員
か
ら
期

せ
ず
し
て
あ
が
っ
た
「
エ
ー
ル
」
に

全
員
す
ぐ
に
反
応
し
、
ま
だ
ま
だ
中

学
生
に
負
け
な
い
団
結
し
た
応
援
が

で
き
る
と
確
信
し
ま
し
た
。 

十
年
前
の
八
軒
中
創
立
五
十
周
年

記
念
行
事
が
私
た
ち
の
絆
を

て
く
れ
ま
し
た
。(

守
屋 

良
子
）

  
 

 
 
 

 
 
 

 

（
敬
称
略
） 

二

年
三

三
日
発
行 

月

発
行
者 

八
軒
中
同
窓
会
事
務
局

〒
九

四
―
〇
八

八

 
 

仙

市
若
林
区
南
小
泉
八
軒

小
路
九
―
一 

仙
台

軒
中
学
校
気
付 

号 




